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単位 工場
売上高 百万 436
従業員数 人 40
床面積 ㎡ 3,779

C.S.S.株式会社　渋川工場　全活動・全組織

4)事業内容

表面処理　製造

5)事業規模

6)事業年度

2月～1月

7)対象範囲

Email　　　 s-gyoumu@css-w.co.jp

本　　　社　　〒152-0031　東京都目黒区中根2-11-10

1.組織の概要

1）事業所名及び代表社名

　　　　　　　C.S.S.株式会社

　　　　　　 代表取締役　若山　満

2)本社・工場所在地

渋川工場　　〒377-0005  群馬県渋川市有馬2494-195　

3)環境管理責任者及び担当者連絡先

責任者　　製造部　山下　裕司　課長

担当者　　管理部　池田　友恵

連絡先　　0279-25-8066
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2.環境経営方針

[基本理念] 
地球環境に配慮した事業活動と製品の提供を目指して

あらゆる製造課程において地球環境の保全を人類共通の

最重要テーマと認識し、全社員一丸となって

環境負荷の低減を目指します。

[基本方針] 
私たちは金属表面処理の分野を通じて

常に最高の品質を目指したモノづくりと人材育成を通して

地域社会、国際社会の発展に貢献する為、

以下に主な活動項目を掲げ取り組みます。

1. 当社事業に関わる環境関連法規及びその他の環境関連の
要求などを明確にし、遵守します。

2. 事業活動における省エネルギー、省資源、リサイクルの推進に
積極的に取り組み、環境負荷の低減に努めます。

3. 環境経営の継続的改善に努めます。

4. 全社員に環境保全に関する教育を行い、環境に対する理解と意識の向上を図ります。

5. この環境方針は、環境教育や広報活動を通じて、全社員に周知するとともに、社内外に
公表し地域社会とのコミュニケーションを図ってまいります。

制定日 2020年 8月 26日
 C.S.S.株式会社       
代表取締役 若山 満  



管理部 品質技術部

④　各部門管理者

・　環境経営システムの維持管理

・　環境ﾃﾞｰﾀの集計、取りまとめ
・　環境関連文書及び記録の管理

・　環境法規等の把握及び見直し
･　環境活動計画の推進と実行及び計画の策定
・　環境教育の実施と統括
･　環境経営システムの見直しと達成項目の報告

・　EA21全体の取り組み状況に関し評価、見直しを実施する

[補佐]

池田　友恵 石田　朋幸

･　環境関連外部とのコミュニケーション窓口

･　緊急事態発生時の統括

・　当社における課題とチャンスを明確にする

各自の役割・責任及び権限
①　社長 ・　環境経営システムの構築、マニュアルの制定及び承認

・　環境方針・目標の策定及び見直し
･　環境活動計画の承認

②　環境管理責任者

環境管理副責任者

③　事務局

･　環境経営システムの構築・運用・維持に必要な資源の提供

製造部

・　自部門の環境活動の管理

3.推進体制図

・　実施教育・訓練・教育の計画、実施
・　環境連絡の周知及び連絡
･　環境法規等の把握及び遵守

[代表者]

山下　裕司丸山　剛史・萩原　佳祐

[環境管理副責任者]

代表取締役
若山　満

[環境管理責任者]

[事務局]
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*排出係数は、2018年度版の日本テクノ㈱の調整後排出係数0.411kg-CO2を使用した。

化学物質は仕様が決められており削減が難しいので、適正に管理します。

未把握

50821

m
3 ×

46916.1m
3

1%削減

適正管理 適正管理 適正管理 ○

47390m3

把握する 把握した ○

837410.64
kg-CO2

化学物質の適正管理

返品伝票数の低減

   822762.5
kg-CO2

○

電力使用量の削減
　　1060628
kwh

○
1120385
kwh

二酸化炭素排出量の削減
845869.34
kg-CO2

軽油使用量の削減

一般廃棄物排出量の把握

水使用量の削減

×

1%削減

4.目標と実績･評価

2021年度 2022年度

基準 評価目標 実績

18892

891.9kg

○

一部未把握

110871.7
kg

○把握する

1109181.15
kwh

1%削減

LPG使用量の削減
120882.1
kg

1%削減

8199.46

1%削減

8117.46

119673.28
kg

産業廃棄物排出量の削減
127323.4
kg

1%削減

138146.4
kg

×126050.17
kg
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*年度表記は、2月～1月の会計年度を使用した。

2％削減

8035.5

*排出係数は、2018年度版の日本テクノ㈱の調整後排出係数0.411kg-
CO2/kwhを使用した。

2%削減

46916.1

m3
46442.2

m3

126050.17
kg

1%削減 2%削減

124776.9
kg

120882.1
kg

2%削減

118464.5
kg

産業廃棄物排出量の削減
127323.4
kg

1%削減 2%削減

1109181.15
kwh

1097977.3
kwh

1%削減

837410.64
kg-CO2

2%削減

828952
kg-CO2

適正使用

8117.46

未把握

適正使用

1%削減

891.9
kg

2%削減

882.981
kg

把握する返品伝票数の低減

845869.34
kg-CO2

1120385
kwh

8199.46

電力使用量の削減

二酸化炭素の排出量の削減

5.環境経営目標

環境経営目標
2021 年度 2022

基準年度 基準年度比目標

年度 2025 年度

把握する

軽油使用量の削減

一般廃棄物排出量の削減

水使用量の削減

化学物質の適正管理

一部未把握

47390

m3

適正使用

LPG使用量の削減

1%削減

119673.28
kg

1%削減

1％削減

基準年度比目標
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・今後の取組

6.環境経営目標の取組と評価

環境経営目標 環境経営目標の取組結果と評価

・配管の点検

・使用時のみスイッチを入れる

タイヤの圧を始業時に確認する。

・輸送経路の改善

・アイドリングストップの励行

・急発進・急停止の防止

・タイヤの空気圧を定期的に測定した。
・ムダのない配送ルートを検討した。
・自社での配送が増加したため、軽油の使用量が増大したた
基準とする年度を2022年度として活動をしていく。

電力使用量の削減

・使用している化学物質を把握した。

・水漏れがないか点検をした。
・今後の取組

・今後の取組
紙媒体の使用を減らす。

・梱包ラップの使用を減らし、PPバンドを活用する。

・今後の取組
低減に努める。金属廃棄物の分別を徹底する。
・節水表示をした。
・メーターの確認をした。

・ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ製品の使用量を減らす

化学物質の適正管理

水使用量の削減

・伝票数の集計

・今後の取組
適正管理を継続していく。

・今後の取組
液状態を良好に維持し、不良率の低減に努める。
冶具の見直し。

・工程確認徹底

・品質会議の開催

返品伝票数の低減 ・品質会議を開催し原因調査した。
・工程確認を徹底した。

電磁弁をつけ、節水を強化する。
・SDSを取寄せ調査した。

・使用量リストの作成

・SDSでの化学物質の把握

・化学物質使用量把握

・水漏れチェック

・節水活動

・今後の取組
ボイラーの使用時間を季節によって変え、無駄のない使用を行う。

産業廃棄物排出量の削減

・空調温度設定を夏季28度、冬季22度に設定した。
・OA機器を省電力設定にした。
･業務用エレベーターの使用回数の低減。
・コンプレッサーの夜間電源をOFFにした。

削減できる個所をさがし、削減につとめる。
・今後の取組

休憩中のアイドリングをしないことを継続。

水洗の更新頻度の見直し、無益な水の交換をしない。

・待機電力カット

・待機電力カットエアコン温度設定最適化

・不在エリアの消灯

軽油使用量の削減 ・エコドライブの周知徹底をした。

一般廃棄物排出量の削減

LPG使用量の削減

・分別管理に取り組んだ。

・金属廃棄物を種別に分別した。
・コピーの裏紙使用を励行した。

・一般廃棄物排出量の把握

・ボイラーの使用していない場所を消す。
・蒸気漏れなどがないか、配管など点検した。
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□変更あり

変更あり

□変更あり

環境経営方針

環境経営目標・計画

実施体制

変更なし

□変更なし

変更なし

騒音・振動規制法 特定施設の届け出 遵守

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は、遵守されていました。

7.環境関連法規などの遵守の確認

適用される主な環境関連法規

適用環境関連法規等 適用される事項（施設、物質、事業活動） 遵守状況

廃棄物処理法 産業廃棄物の表示、マニフェスト管理 遵守

毒物及び劇物取締法
塩酸、硫酸、硝酸､ｸﾛﾑ酸、苛性ソーダの

適正保管(表示、漏洩防止)
遵守

水質汚濁防止法

浄化槽法 浄化槽定期検査（１１条検査） 遵守

なお、違反、訴訟等も過去3年間ありませんでした。

実施日　2023年2月28日

排水水質検査、特定施設の届出 遵守

PRTR法 使用量の年次報告 遵守

代表者による全体の評価と見直し・指示

フロン排出抑制法 簡易点検の実施 遵守

会社方針にも示している様に法令厳守をもとに社員全員がこれに努めさせます。

またBCPを積極的に活動させエコアクションの裾野を広げていきます。
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